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enechainマーケットでのプライスシグナルの提供方法2.

現物クリアリングスキーム (eClear) の概要1.

Agenda
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ペイン解消の打ち手: 現物クリアリング (eClear) のご提供
売り手の「匿名性」を担保し、かつ、与信管理のコストが低い取引スキームを提供します

1
取引所取引と同様に、匿名取引とすることで、
価格競争力のある玉が出てきやすくなる

• 匿名性が担保されることで、既存取引先と
の整合性やマーケットルーモアの影響等を気
にする必要がなく、自社の名前で出せないよ
うな条件のサプライも出てき得る

取引時に匿名性が担保される 2
証拠金を必要とせず、相手方の与信をクリア
したうえで取引が可能

• 手数料の支払いのみで、カウンターパーティリ
スクをヘッジ可能

• 証拠金を必要としないスキームで、取引時
のキャッシュコストを低減可能

与信管理コストが低い
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eClearのストラクチャー: 商流・金流
enechain市場の70社+に向けて、損保Jが独自に設計した保険を活用したスキームをご利用頂けます

売主 (甲) 買主 (乙)取引① 取引②

現物電力

キャッシュ

信用

現物電力10MW
(パススルー)現物電力10MW

100%保証保険料支払

品代品代

enechainマーケットの顧客
70社程度を対象に債権
保証

必要に応じて
保険証書等の
コピーを提示

enechain
100%子会社

ローンチから3ヶ月ですが、eClearを活用した入札により既に数百MW程の約定実績があります (1ケ月ベース換算)

Note: eClearの活用に向けては独自の審査がございます
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eClear開始時に必要ないもの
一般的な取引所での取引に必要となる煩雑な手続き・オペレーションは必要ありません

クリアリングメンバーへの口座
開設が必要ない

• 口座開設時の煩雑な手続
き、書類の準備等が発生し
ない

取引時に証拠金が発生しない
• 手数料支払のみで与信
リスク等をすべて担保可能

マージンコール等の証拠金関
連オペレーションも発生しない

口座開設不要 証拠金・マージンコール
対応不要

ヘッジ会計不要

ヘッジ会計の対応が必要ない

• 売買は現物電力で行うため
デリバティブには該当しない

eClearとの契約締結のみですぐに取引を始められます

取引時に、各社との個別契約
の内容精査が必要ない
• eClear標準フォーマットでの

契約のみであり、都度契約
内容の確認の必要なし

個別契約不要

従来のスワップ取引で必要なもの 従来の現物取引で必要なもの
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相対取引/TOCOM/EEXに対する本サービスの優位性 (詳細)
相対取引や TOCOM/EEXが抱える課題点を 本サービスを用いることで概ね解消できますa b c

カウンターパーティ
リスク
(与信リスク)

会計整理
(ヘッジ会計)

証拠金オペ有無
(オペレーション煩雑性と
資金繰りへの影響)

匿名性

契約締結の手間

• 自社で、カウンターパーティの与信
リスクをマネージする必要がある
— 前金交渉は骨が折れる
— 信用保険は高額保険料が必要

• 現物取引のため会計整理が不要

• 証拠金を預け入れる必要もなく、
追証対応のオペレーションが不要

(ISDAでマージンコールを実施しない場合のみ。
実施する場合はTOCOM等と同様に煩雑化)

• 匿名性が担保されない
— 大手売主が直で買いを入れると、
マーケットで噂になり、市場価格
が上がる傾向あり

• 個別の条件交渉に人工が必要
— 交渉にはリードタイムが必要
なため、例えば受給月前月末に
契約を纏めるのは困難)

a 一般的な相対取引
(BG間での相対取引)

～

• eClearを活用することで、前払いと同
じ効果が得られる
— 債権化されていない将来分に
ついては現在損保Jと検討中

• 現物取引のため会計整理が不要

• 証拠金が不要1)

• 現スキームでは追証等は実施せず
— 保険により与信リスクを清算する

• 匿名性が担保される
— TOCOM 等の取引と同様にカウン
ターパーティの名前は表に出ない

• eClear基本契約1本で参加数十社
全社との取引が可能
—受給月の直前でも取引しやすい

c eClear
(現物クリアリング)

～

• 自社でカウンターパーティの
与信リスクを取る必要がない

• 現状、ヘッジ会計への整理は難しい
との見方が多い
— 海外でも時価評価が一般的

• 多額の証拠金が必要となる
• 日次での追証対応が必要なため
ミドルバック体制整備がマストとなる

• 匿名性が担保される
— カウンターパーティの名前が表に
出ない

• 契約が存在しないため条件交渉の
人工が不要
— 受給月の直前でもディールを
成約できる

b OTC-clearedの取引
(TOCOM立会外/EEX)
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現物クリアリングスキーム (eClear) の概要1.
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enechainマーケットにおけるプライスシグナル (1/2)
オンライン上で常時売/買を閲覧可能にし、日次で約定結果など市場の動きもフォローしています

“2 Mar 2022 EOD report”

(DEAL DONE)
- MAY22 TBL TRADED AT 16.15 IN 1.5MW CFD
- JUN22 TBL TRADED AT 16.65 IN 1MW CFD
- FY22  TPK AT 17.2+KANDEN KOATSU FCA ON BG
- Q2-22/Q3-22 TBL SPREAD TRADED AT -3.8 IN 3MW ON EEX
(Q2 16.2 AND Q3 20.0)
- APR22 TBL TRADED AT IN 18.00 5MW ON EEX
- APR22 TBL TRADED AT IN 18.00 5MW ON EEX
- APR22 TBL TRADED AT IN 18.20 5MW ON EEX
- WIN22 TBL TRADED AT 19.75 IN 2MW ON EEX
- WIN22 TBL TRADED AT 19.80 IN 1MW ON EEX
- WIN22 TBL TRADED AT 20.25 IN 2MW ON EEX
- WIN22 TBL TRADED AT 20.75 IN 1MW ON EEX

(LAST RUN)
- Mar22 TBL 18.50 / 21.50
- Mar22 TPK - /  23.0
- Mar22 KBL 18.50 / 21.50
- Apr22 TPK  - / 19.00
- May22 TBL 15.75 / -
- May Hokkaido Base 14.30  / -
- May KBL 14.00  / -
- May Kyushu Base 14.00  / -
- Jun KBL 14.50 / -
- Jun Kyushu Base 14.50  / -
- Jul TBL 20.50  / -
- Jul KBL 18.10  / -
- Aug TBL 22.75  / -
- Aug KBL 20.10  / -
- Aug22 Kyushu base 22.75 / -
- Q2-22 TBL 16.20  / -
- Q2-22 Tokyo Offpeak (Weekdays 22-8 + Weekend Base) 11.35+東電高圧 / -
- Q3-22 TBL 19.80 / 25.0
- FY22  TPK (8-20 or 8-22)  - / 15.8 + JLC FCA  (OCO)
- FY22  TPK (8-20 or 8-22)  17.0+Tokyo Koatsu FCA / 18.0 + Tokyo Koatsu FCA (OCO)
- Mar22 TPK/TBL Spread at flat in 15MW/5MW / -
- Mar22 KBL/Kyushu Base Spread at +3.0 / -
- (Indicative)Q2-22 Tokyo Weekdays middle (8-22H) / Off Peak (Weekdays 22-8H+Weekend base) spread   - / +4.3

常時 日次

常時、オンラインプラットフォーム (eSquare) 
上で、取引可能な売り/買いを提供

売り/買い注文の提供

1日に数回、トレード状況を、電話、メール、
チャット等で、工数をかけて取引を掘り起こし

取引情報提供と取引の掘り起こし

毎朝、モーニングカーブと、前日の世界の
ガス関連ニュースをブリーフィングして提供

毎晩、直近5営業日分をCSV形式で提供

朝のレポートとEOD約定実績の提供
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enechainマーケットにおけるプライスシグナル (2/2)
テクノロジーに加えて、人工を掛けて、タイムリー且つ手厚く取引をサポートしています

週次 月次 アドホック

国内外のエネルギー市況や電力・燃料の
マーケット状況をメールで提供

至近のマーケット状況の提供

数十ページの電力およびLNGのファンダメン
タルズレポートを提供

ファンダメンタルズレポートの提供

会員企業からの問合せがあれば、別途、
アドバイザリーサービス等も提供

アドバイザリーサービスの提供

【Executive Summary -電力マーケット】
期近
ロシア-ウクライナ情勢によって燃料マーケットは原油$130/bbl超、JKM$80/MMBtu超を記録し、
NEWCは$400/t超となるなど、青天井の如く急騰しております。
3/1-8までのJEPXスポット平均価格(システムプライス)は、上記燃料の影響を受けた高値売りと不足
インバランスを避けた絶対買いの動きにより、ベース28.91円と、昨年同月(6.24円)比5倍弱の価格を

付けております。春らしい暖かい気候が続く予報ですが、ウクライナ情勢が落ち着くまではこの高値が
恒常化する可能性があります。
先週はスポット価格高騰を受けて、3月のヘッジが活況を呈し20円台半ばで複数成約しました。しか
しながら今週に入りスポット価格が40円台まで上昇したことにより、それ以下の価格では売りが出る
気配がありません。
そこで3月買いサイドの方にご提案ですが、3月単体買いではなく、7-9月や10-3月など御社の余剰ポ
ジションとの交換取引を検討されてみてはいかがでしょうか。昨日は3月(5MW)と10-3月(1MW)の交
換取引が成約しております。
来年度
端境期の4-6月についても強い燃料先物指標を受けて、スポット高騰を懸念した買手のヘッジニーズ
が非常に高まっております。こちらも3月同様期先との交換取引であれば売りが出る可能性がありま
すので、検討頂ければ幸いです。
先週成約件数が最も多かったのは下半期(10-3月)の取引で、成約価格は18.0円から23.50円まで
上昇しました。4-3月の通期については東京平日ミドルが17.2円+関電燃調で成約しております。

現在のマーケットでの購入は不採算となってしまう場合もあるかとは存じますが、できる限りのヘッジを
されることを検討頂ければと存じます。

成約実績(21/3/1-7)
成約は以下の通りです。
• 東京3月ベース21.50円
• 東京3月ベース21.80円
• 東京3月ベース26.50円
• 東京3月ミドル20.60円
• 関西3月ベース25.00円

電力

LNG



当資料に記載している情報の正確性について万全を期しておりますが、その内容を保証するものではなく、本資料内の情報は
一般的なガイダンスに限定されています。

また、弊社は、この資料においては法務、会計、税務あるいはその他の専門的なアドバイスおよびサービスを提供しているものではない

という認識で、当資料の情報を提供しています。このため、当資料の情報に基づき具体的な決定や行為を起こす前に、法務、会計、
税務あるいはその他の専門家に相談頂きますよう、よろしくお願い致します。

また、貴社が当資料に掲載されている情報によって決定を下す、あるいは行為を起こしたことにより結果的に損害を蒙ったとしても、
弊社ならびに弊社従業員はいかなる場合にも一切の責任を負いません。

This material is not a guarantee and the information in this material is limited to a general guidance.

We also provide information on this material with the understanding that this material does not provide legal, accounting, tax or 
other professional advice or services. For this reason, we ask that you consult with a legal, accounting, tax or other professional 
before making any specific decision or action based on the information in this material.

Neither we nor our employees are liable in any case for any consequences you may have caused by making decisions or taking 
actions based on the information contained in this material.

免責事項 / Disclaimer
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